
海外事情研究所主催・高大連携事業 

夏季世界史セミナー ―世界史の最前線 XVI— 

日時：２０２４年８月２日（金）～３日（土） 

開催方法：対面式と遠隔式（Zoom利用の同時配信）の併用 

（※なお、セミナー実施後に講義動画を限定的に配信する予定です。） 

■プログラム 

1

日

目 

シンポジウム「〈歴史総合〉時代の高大連携―歴史学と学校教育はどこで折り合えるのか？」 

８月 2 日 

（金） 

9:00～ 9:20 会場受付／Zoom 入室 

9:20～ 9:30 開会挨拶 

9:30～10:20 
「大阪大学歴史教育研究会編『市民のための世界史 改訂版』書評」 

  （荒井雅子、立教新座中学校・高等学校） 

10:20～11:10 
「NPO 法人神奈川歴史教育研究会編『歴史総合をどう考えるか』書評」 

  （千葉敏之、本学教員） 

11:30～12:10 相互コメント（荒井雅子、千葉敏之）／質疑応答 

12:10～13:30 昼休み 

13:30～14:30 フロアでのディスカッション 

14:30～16:00 

座談会「歴史学と学校教育はどこで折り合えるのか？」 

・登壇者：荒井雅子、德原拓哉（神奈川県立横浜国際高校） 

     千葉敏之、小野寺拓也、菊地陽子（以上３名本学教員） 

・司会：篠原琢（本学教員） 

16:00～16:10 １日目閉会挨拶、事務連絡など 

２

日

目 

8 月 3 日 

（土） 

 9:30～10:00 会場受付／Zoom 入室 

10:00～10:10 開会挨拶 

10:10～11:30 

【講義 1】「歴史研究と地域研究をつなぐ：「質」と「量」からみる 2019 年 

     香港デモにおける SNS」 

  （倉田明子、本学教員） 

11:30～13:00 昼休み 

13:00～14:20 
【講義 2】「アフリカの民族運動から見るグローバルサウスへの道」 

  （坂井真紀子、本学教員） 

14:20～14:30 休憩 

14:30～15:50 
【講義 3】「「トルコ」の歴史をどう教えるか：初年次教育の現場から」 

  （川本智史、本学教員） 

15:50～16:00 休憩 

16:00～17:20 

【講義 4】「パレスチナ問題をどう教えるか：テロ、文明、ナショナリズム、 

     イスラーム」 

  （黒木英充、本学教員） 

17:20～17:25 閉会挨拶 



「世界史セミナーXVI」参加条件・申込み方法等 

 

■日 程：２０２４年８月２日（金）、３日（土） 

  午前・午後（全 2日間） 

■会 場：東京外国語大学 府中キャンパス 

本部管理棟大会議室（対面式） 

 （東京都府中市朝日町 3-11-1） 

 

  ◇アクセス◇ 

西武多摩川線「多磨」駅より徒歩５分、 

又は京王線「飛田給」駅よりバス 

（右・右下の地図をご参照ください） 

 

■対 象：主に高等学校および予備校の世界史・日本史の担当教員 

   （※ならびに教員免許を志望する本学の大学院生（授業の一環です）） 

   （※その他、大学教員、学生などの皆さんの参加も広く歓迎いたします） 

 

■応募方法：下記リンクよりグーグルフォームにご記入ください 

  https://forms.gle/gooSU5gAy9XjF9Ej7 

  （※右のＱＲコードからも申込みフォームを開けます ⇒ ⇒） 

  （※７月下旬まで申込可能ですが、お早めの申込をお願いいたします） 

  （※なお、対面式の参加で宿泊が必要な方は、事前に宿泊先を確保された上でお申し込みください） 

 

■お問い合わせ先 

 海外事情研究所・所長：真島 一郎 

 メールでのお問い合わせ先： ifa[at]tufs.ac.jp 

 （※送信時は[at]を＠に変えてください） 

 

■企画・運営： 

 東京外国語大学・海外事情研究所 

 （http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ifa/） 

 

https://forms.gle/gooSU5gAy9XjF9Ej7
http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ifa/

